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目　　　的
　1980年代以降、インドネシアでは輸出のた
めのエビ類単一種養殖が盛んに行われてきま
した。その後、マングローブの伐採による海
岸浸食やウィルスによるエビの大量へい死と
養殖場放棄に伴い、雇用や生活など地域社会
の停滞が問題になっています。漁業管理グルー
プではこれへの対処として、IMTA（多栄養
段階複合養殖）＊によって環境修復を図るほか、
そこから生産される多様な水産物を地元の人
たちの生活に役立たせるための研究を、現地
の人たちと力を合わせて開始しました。

方法と結果
　IMTA実験池を設置してそのメカニズムと
有効性を科学的に明らかにするとともに、現
地研究者を対象に水質や微生物のモニタリン
グ技術習得のための研修を行いました。また、
IMTA生産物（エビのほかサバヒー、カニ、
二枚貝など）のコモディティ・チェーン・マ
ップ（流通経路地図）を作成し、流通する多
様な種類の水産物がどのような職業によって
支えられ、どのように消費されるかを調べま
した（図1）。その結果、エビ類の単一種養
殖を改め IMTA を普及させることにより持
続的な養殖が可能になるとともに、海岸線の
浸食に一定の効果があること、また、地域に
さまざまな種類の職業が成り立ち、住人が多
様で豊かな水産物を消費できる可能性がある
ことが明らかになりました。

波 及 効 果
　エビ類の単一種養殖だけでなく、地域社会
に恩恵を与える IMTA とをバランスよく地
域社会に根付かせていくためには、人々の正

しい知識と理解が不可欠です。そのため、エ
ビ養殖に関係する方々を広く集めた IMTA
国際ワークショップをインドネシアの各所で
開催し、メディアを通じて社会の関心を高め
ることが出来ました（図2）。今後は地域の人々
が主役になり IMTA を定着させていくこと
が期待されます。
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図1　コモディティ・チェーン・マップ（流通経路図）

図2　IMTAのための国際ワークショップ（ジャカルタ）
インドネシア、米国、日本の研究者も参加し、インドネシア国内
から広く参加者が集まった。この様子は各メディアを通じて発信
された。

* IMTA（Integrated Multiple Trophic Aquaculture）
とは、魚類と貝類、海藻類を連結し統合的に管理する養
殖手法である。


